第136回通常宗議会速報

令和３年度曹洞宗一般会計歳入歳出予算決定
●級階賦課金　1点147円（148円より変更）
○令和3年度　曹洞宗一般会計歳入歳出予算
歳　　　入　　５６億７９８４万００００円
歳　　　出　　５６億７９８４万００００円
（※　歳入歳出ともに前年度より７億２６１１万２０００円の増額）
（内　　　訳）　４９億２７７４万００００円　歳出経常部総額
（※　前年度より７６１１万２０００円の増額）
　　　　　　　　　　　　　７億５２１０万円　歳出臨時部総額
（※　前年度より６億５０００万円の増額）
議会概要
新型コロナウイルス感染症の非常事態宣言下、第136回通常宗議会が招集され、令和3年2月22日から24日までの3日間の短縮会期により、主に令和3年度予算についての審議が行われました。
招集初日に宗議会成立に関する集会、開会式、常任委員選挙、宗務総長演説の後、提出議案16本が上程されました。翌日より各案件をそれぞれの常任委員会・特別委員会に付託、すべての議案が審議に入りました。
初日に有道会・總和会を代表しての「総括質問」、2日目からは「通告による一般質問」2本、「文書質問」10本が行われました。その間、各委員会に付託された議案の審議が行われ、最終日に付託議案は、各委員長より審議報告を受けて、令和3年度曹洞宗一般会計歳入歳出予算案を含めた、すべての上程議案が本会議場にて採択され可決されました。
※臨時部５億８００万円を財源として、新型コロナウイルス感染症特別支援金を宗費納付時に、各寺院の宗費賦課金の12％分に相当する金額を差し引く事が可決。
○一般会計歳出臨時部予算額　７億５２１０万円（内訳）
１款‐管長就任式費　　	                                  １４１０万円
２款‐大本山永平寺貫首晋山式祝賀　　　　　　　　　　　　　　１５００万円
３款‐大本山永平寺貫首晋山式法定聚会旅費　　　　　　　　　　２０００万円
４款‐新型コロナウイルス感染症特別支援金　　　　　　　　　５億８００万円
５款‐国際協力機構債券購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１億円
６款‐梅花流講習動画制作費　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５０万円
７款‐サスティナブル禅アリーナ開催費　　　　　　　　　　　　　３００万円
８款‐世田谷学園特別支援金　　	                           １０００万円
９款‐全国所長会特別活動支援金　　　　　　　　　　　　　　　　２００万円
１０款‐SDGｓ推進事業費　　                　　　　　　　　　 １０００万円
１１款‐過疎地寺院振興対策室費　　                              ２５０万円                               
１２款‐曹洞宗宗制調査室費	                                    ３００万円
１３款‐大本山總持寺開山太祖瑩山紹瑾禅師７００回大遠忌香資　　６０００万円
宗制の主な変更
曹洞宗規程中一部変更・廃止・制定
●曹洞宗社会事業振興資金貸付規程廃止（教化部）
曹洞宗社会教化規程第7条第2項の削除に伴い廃止。規程の廃止に伴う貸付金回収・特別会計・残余財産に関する経過措置を、曹洞宗事業振興資金貸付規程を廃止する規程として制定。
●曹洞宗選挙規程中一部変更（総務部）
普通為替の上限額引き下げ等により円滑な供託事務に支障を生ずるため普通為替を用いない供託制度に改める、併せて供託者（宗務所長→総務部長）を改める。また供託金返還手続きの明確化を図るため字句を整理。
[bookmark: _Hlk1569435]●曹洞宗宗務所規程中一部変更（総務部）
書面会議の方法による宗務所会の議事成立要件である、定足数の根拠となる出席者や議決日、会議録の内容と署名の取り扱いについて項を新設。
●曹洞宗宗制様式の取り扱いに関する規程中一部変更（総務部）
宗制様式の新規追加、及び一部様式題名の変更。
●曹洞宗災害復興対策資金貸付規程中一部変更（総務部）
災害復興の現状に鑑み、特例措置の5年延長（10年→15年）を図るため、字句を整理。
●曹洞宗財務規程中一部変更（財政部）
当該年度予算・当該年度決算について号を新設して、見出しを変更する。予決算の款項目以外の参考事項に係る号を削除し、内容を充実させた別冊とする。これまで宗令で対応してきた宗費納入の特例措置について、財務規程の整理を図るため条を新設。僧侶共済掛金・建物共済費・災害援護拠金について、宗憲に定める義務負担金である旨の明確化を図る。
●曹洞宗社会教化規程中一部変更（教化部）
運用の実状を鑑み、社会教化事業に係る貸付制度・補助制度を廃止するため、字句及び項を削除。
●曹洞宗儀礼規程中一部変更（人事部）
管長の就任式に参列すべき聚会について、三権に直接関与する役職者をもって整理するため、条を新設。社会情勢を勘案して、参列者を限定できるよう条文を整理。
●曹洞宗檀信徒会館運営委員会規程中一部変更（人事部）
　曹洞宗檀信徒会館の位置づけについて明確化を図るため、字句を整理。
※第135回宗議会に上程され継続審査中の、曹洞宗審事院規程中一部変更案については、全般的な見直し改定がなされた。

※詳しくは会報・曹洞宗報5月号をご参照ください。


2
